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日本通信、モバイル IP フォン搭載の 3G 製品「もしもし Doccica」を新発売 
 
日本通信株式会社（以下、「日本通信」という）は、本日、モバイル IP フォン搭載の 3G 製品「もし

もし Doccica（ドッチーカ）」を、12 月 10 日（木）より新発売すると発表いたしましたので、お知ら

せいたします。 
 
もしもし Doccica は、ドコモ３G ネットワークを使用する USB 型コネクタ、モバイル IP フォン機能

を搭載した PC 用ソフトウェア「b アクセス」、PC 用マイク付きイヤホン、及び 8,000 円分の通話・

通信利用権の４点を１つのパッケージにしたもので、想定市場価格は 19,800 円です。 
 
利用者は、このパッケージを購入するだけで、全国人口カバー率 100%*1の３G ネットワークを使用し

てインターネットを楽しめる上に、3G ネットワークを使用したモバイル IP フォンとして、固定電話、

携帯電話、国際電話をかけることが可能になります。また、利用者には、050 番号が割り振られるた

め、一般の電話と同様に電話を受けることも可能となっています。 
 
通話料金は、パッケージに含まれる 8,000 円分の利用権（チャージ）から減算される方式で、追加す

るには、クレジットカードを最初にセキュア登録することで、1,000 円単位でチャージできる仕組みと

なっています。 
 
3G を使用してモバイル IP フォンを使った場合、例えば米国の携帯／固定電話にかけた場合、通話料

として 120 秒/10 円と、3G 通信料が 1 分/10 円なので、10 分で 150 円となります。携帯電話から米国

に電話した場合、10 分で 440 円から 780 円かかる（携帯事業者による）ので、大きなコスト削減にな

ります。 
 
もしもし Doccica は、3G を使用したモバイル IP フォンでは、インターネットに一切出ない IP 電話と

して機能するので、安定した品質とセキュリティが確保できます。Skype を始めとしたインターネッ

ト電話は、例えば Skype 搭載した PC から固定電話に電話する場合、PC から Skype の中継ノードは

インターネットを使うので、品質が安定せず、かつ盗聴ウイルスを仕掛けられてしまう等のセキュリ

ティ上のリスクを抱えます。 
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もしもし Doccica を利用される上では、3G を使った IP 電話機能をご利用されることをお薦めします

が、一方で、海外でもご利用いただけるよう、あるいは家やオフィスのブロードバンドを使って、更

に低コストで電話をかけられるように、インターネット電話機能も併せて搭載しています。インター

ネット電話として利用する場合にはチャージから減算されるのは通話料のみとなっています。例えば

家のブロードバンドを使って米国の携帯／固定電話にかけるには、通話料として 120 秒/10 円なので、

10 分で 50 円となります。一般家庭に入っている大手通信事業者の固定 IP 電話からかけた場合、10
分で 80 円から 90 円程度はかかるので、やはり大幅なコスト削減となります。 
 
従来、IP 電話は、低コスト性が訴求されてきましたが、日本通信は、低コスト性に加え、IP 化したこ

とで可能となる利便性の向上を追求していきます。例えば２人で通話中に、家族や友人、あるいは仕

事仲間も電話に入ってもらいたい場合、３人、４人と順次電話をかけていくことで、みんなで電話を

かけるといった機能は、IP 化していることで開発が容易となっています。また、留守電や FAX との

インテグレーション、例えば自分の 050 番号に FAX を送ってもらえれば、それを PDF ファイルとし

てメールで届く、という機能等です。日本通信は、このような利便性向上の機能を、順次追加してい

くことで、もしもし Doccica を利用者の方々とともに育ててまいります。 
 
次世代インターネットでは、従来型の PC やケータイに加え、様々な情報デバイスがクラウドと連携

することで、必要な情報が必要な時に適切な情報デバイスに届けられてくる環境の実現が期待されて

います。これを実現するには、情報の宝庫であるクラウドに加え、利用者のニーズを把握してサービ

スを実現するエージェント機能が鍵となります。日本通信は、この次世代インターネットのエージェ

ント機能を最も適切に司るのは次世代型 PC であると考え、まずは PC ベースのもしもし Doccica を発

売することとしました。 
 
なお、日本通信は、モバイル IP フォン用に占有帯域幅が小さく、かつ高品質なコーデックを開発し、

これをもしもし Doccica に搭載しましたが、既に Windows Mobile には移植済みであり、年内には

Windows Mobile のスマートフォンでの利用が開始されます。コンシューマ向け MVNO からもスマー

トフォン対応へのご要望をいただいており、Windows Mobile や Android を搭載したスマートフォン

で日本通信のモバイル IP フォンが利用され始めるのは時間の問題となっており、来年度ないし来年の

前半には登場してくるスケジュールになっています。 
 
日本通信の代表取締役社長三田聖二は、次のように語っています。 
「世界で初めてオープンなモバイル環境が実現されたことで、いよいよ利用者の方々に低コスト性と

利便性向上を合わせてご提供していくことが可能となりました。日本通信は、パートナー戦略、オー

プンデバイス戦略、マルチネットワーク戦略、そして本日の発表に示されるアプリ進化戦略の４つを

柱とした MVNE 政策を、さらに強力に推進してまいります。」 
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＜もしもし Doccica のパッケージ＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＃もしもし Doccica に関する詳細は、以下の URL をご参照ください。 
http://www.bmobile.ne.jp/personal/md/ 
 

以上 
 

*1「人口カバー率」は、市町村の役場が所在する地点における通信が可能か否かを基にして、算定しています。 
 
■日本通信株式会社 会社概要 
社名： 日本通信株式会社（大証ヘラクレス市場：9424） 

代表者： 三田 聖二（代表取締役社長） 

設立： 1996 年 5 月 24 日 

事業内容： ●MVNO のパイオニアとして、MVNE および MVNO 事業を展開 

●インフィニティケアの名称で法人向けデータ通信サービスを End to End で提供 

●ｂモバイルの名称でインターネット接続商品を提供 

●通信電池のコンセプトで機器組み込み型通信サービスを提供 

●MVNO 向けに、モバイル・ネットワーク、技術、ノウハウ等を提供 
 
＊インフィニティケア、ｂモバイル及び通信電池は日本通信株式会社の登録商標です。文中の社名、商品名は、

各社の商標または登録商標です。 
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